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主体的に他者との対話を重ねながら英語を学ぶ生徒の育成

一学習者同士の相互交流を図る授業の工夫ー
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I 主題設定の理由

中学校学習指導要領では、確かな学力，豊かな心，

健やかな体の調和を重視する「生きる力Jをはぐくむ

ことの重要性がうたわれている。そのために「基織的・

基本的な知識及び技能を確実に習得させ、これらを活

用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、

表現力その他の能力をはぐくむとともに、主体的に学

習に取り組む態度を養うj ことが述べられている (1)。

また、外|豆諸科においてはコミュニケーション能力

を育成するために、「積極的に自分の考えを相手に伝え

ようとしたり、相手の考えを理解しようとしたりする

などのコミュニケーションを図ろうとする態度の育成j

が重要視されている ω。

本校では、平成22年度から平成24年度までの3年

間を「実生活に活かす力をはぐくむ授業の創造Jとし、

う全体テーマのもとに研究を行ってきた。それを受け、

英語科では「既習事項を活かして表現する力をはぐく

む授業づくりーディベート指導における言語活動の効

果的な連携を通して-Jというテーマで、研究を進めて

きた。

そこで「暮らしにかかわる場面において、自らの考

えを持ち、既留守fJ頁を活かして論理的に表現し伝える

ことができる力j を実生活に活かす力と定義し、ディ

ベート活動の指導に焦点をあて、批判的、論理的、且

つ迅速な思考力を磨きつつ、総合的なコミュニケーシ

ョン能力を伸ばす取り組みを行った。そして、そのた

めの借活動や自己表現活動等の工夫・改善、 3年間を

見通した言語活動の連機を図り、「自らの暮らしにかか

わる場面Jを意識した題材の設定や、ディベー卜、デ

イスカッション等の言語活動を通して学習意欲を尚め

る工夫を行った。

研究の成果としては、各学年の到達目標を明確化し、

3年間を見通した自己表現活動と帯活動計画を作成し

て授業づくりを進めることで、年間を通じて各学年の

学習段階と活動のつながりを意識した指導が行えた。

また、生徒が自らの考えを持ち、既習事項を活かして

論理的、且つ意欲的に表現するようになってきた。

課題としては、個々の生徒が抱える学習課題に対し

て適切な指導方法を検言村ーることや、迅速な思考力に

基づいて表現する力をはぐくむためのさらなる研究の

必要性が挙げられる。

今年度から本校は、「未来を切り拓く対話からの学び

-協調学習による個を生かす1受業づくり-Jとし、う新

たなテーマのもとに研究がスタートする。

科学技術や文化、価値観の移り変わりが激しし、今日

の社会では、教室において学んだことが将来も生きて

くるような知識と技能が求められている。そのような

将来に生きて働く能力の獲得を目指し、新たな学習観

としての「協調学習」が注目されている。「協調学習J

は、子どもたちが学ぶ過程において、他者との関わり

の中で一人一人のわかり方や「符えJの捉え方が多様

であることを活かすことで主体的な学習を可能にする

と言われている。そこでは、自分の考えを人に伝える

「コミュニケーション能力Jや人との話し合いの中で

自分の考えを深める「コラボ、レーション能力J、様々な

知識や意見等を組み合わせて新たな見方を創造する

「イノベーション能力jなど、 21世紀に必要とされる

スキルの学習も行われる(:J)。

そこで、自らの考えを意欲的に表現する態度をさら

に伸ばし、一人一人の学び合いの質を高めていくため

に、協調学習の手法である「知識構成型ジグソー法」

と呼ばれる授業の型を用いて学習の在り方を追求して
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し、きたいと考える。英語科では、学色I者・・人一人の理

解に焦点を当て、それを活かした協調的な学びの場を

工夫し、仲間との対話を通して主体的に学習に取り組

む生徒の育成を目指し、本テーマを設定した。

E 本研究の目的
本研究では、他者と対話を重ねながら主体的に英語

を学び、自他ともに成長していける生徒を育成するた

めに、学習者同士が相互交流をしながら拠題解決に向

かつてし、く授業のあり方について研'先することを目的

とする。

E 研究内容

1 研究計画

英語科では「主体的に他者-と対話を重ねながら英語

を学ぶ生徒の育成-学習者同士の相互交流を図る授業

の工夫-Jをテーマとし、 3年間の研究を以下のよう

に計画している(表 1)。

表1 3年間の研究計画

1 
• r対話j と f深し哩間平jの定義と高めたい力の具

年
体化

次
• r知識構成型ジ‘グ.ソ一法Jの捉えと授業づくり

-対話からの学ひ句〉員削lIiの検討

2 • r対話j と「深し明!角的の見直し

年 • r知識構成型ジグソー法Jを月九、た授業づくり

次 -対話からの'7がの評価の改善

3 • r知識構成型ジグソー法j を汀Jv、た授業づくり

年 -対話からの学びの計明日とまとめ

次 -本研究のまとめ
」ー

2 本校英語科における「対話」と「深い理解J

総論で述べられているように、本校における協調学

習では「知識構成型ジグソー法j を取り入れて授業を

実践してし、く。そのI中|↑ド:tで

して自分なりに納得しながら主{体本的にf守学i戸さ勾i習雪に取り組み、

自他の成-長を伴つた「深い理j角4梓納t平引{なj が得られることをH

指している。

与えられた学習課題に取り組む過程において、どの

ような「対話j があり、結果としてどのような I深い

理解Jが得られるのか。本校英語科としての協調学宵

における「対話j と I深い理角引を以下のようにまと

めた。

「対話」の定義

(1 )外国語習得上のコミュニケーション活動。なl球内容を伴つ

た英語による意見や!古報の交挽

(2) 協調学習における学習課題に対して、 I~分なりの答えや考

えを伝えたり、相手からのメッセージを耳i拍手したりするこ

と。また、よりよい答えや考えを求めて話し合い、それらを

統合していき、さらにそれを I~I 分なりの言葉(英語または日

本語)で発信すること。

「深い理解」の定義

協調学習における学習課題に対して、他者との対話で導き出

したよりよい答.えや考えを英語(または日ヰ:ri1:t)でまとめ、恨

拠をもって正しく伝えることができる、あるいは発信できる状

態にあること。

英語学習における「対話Jには、外国語である英語

を習得し、またそれを実際に使川してコミュニケーシ

ョンを行う側面が含まれる。外国語を自分のコミュニ

ケーションの道具として使えるようになるためには、

語葉や表現、文法等の学習をスパイラノレに行し、ながら、

自分の伝えたい内容に対して言葉のレベルが追いつく

よう絶えずl高めてし、かなくてはし、けない。

しかし、協調学習における「対話Jにおいては、母-

語である日本語の思考・表現レベルに対し、外国語で

ある英語とではおのずと差が生じてくる。課題解決に

向けて他者との対話を進める際に、例えば言いたいこ

とが英語で表現できない、伝わらない等の問題が生じ、

対話が深まってし、かないことは卜分予怨される。

そこで、その差を補い、理解を深めるためには日本

語を使用する必要があることに儲怠しなければならな

いと考える。学んだ英語が使えるような学科をスパイ

ラノレに創鰯乙し、少しでも英語による対話につながって

いくような意識をもって授業づくりを行っていきたい。

3 授業づくり

(1) 目指す生徒{象

本研究における英語科の目指す生徒像を以ドのよう

に定めた。

課題解決に向けて主体的に他者と対話を重ねながら、学

んだことを英語または日本語で発信できる生徒

目指す生徒像に迫るために、「知識構成型ジグソー法j

における学習課題の設定を工夫し、学科者の即!角平や主

体的な対話を促していく授業づくりを行っていきたい。
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(2) 授業設計のポイント

樋口、手剥11、高橋 (2007) らの挙げたよりよしサ受業

づくりをするためのチェックポイントを協調学習にお

いても参考にしたい (4)。

・実際生活と関連し、現実的でauthentkな(=真正の・本

物の)素材を選定・活用している泊、

-内容と品語の両面において、学官を助ける足場(きっかけ

やヒント)が組まれている泊、

-学習した計謝料を即、て倉1随的に英語を郎、る機会が与

えられているカも

・生徒同士が interaction(相互交流・相互意味交渉)を通

して学び合う協同学習を取り入れているカ、

・学習した知識、言語、技能(方略)を活用するためのoutput

活動が組み込まれているカも

・生徒が積極的に参加し、意欲関心を高めるような工夫され

たデザインになっているヵ、

・生徒の主体性を考慮した学習を心がけ、自主的に学ぶ生徒

を育てているか。

上記のポイントを参考にしながら、授業づくりにお

いては、各単元の学習内容やねらいを踏まえて、協調

学習を行う場面とその課題設定について検討しなくて

はならない。

時期としては、協調学習を単元内容の導入で取り入

れることで、学習内容に対する理解や考え等を深めて

し、く、あるいはまとめの段階で取り入れることで、既

有の知識を活用して理解を深め、考えをさらに発展さ

せていくことも考えられる。単元内容や生徒の実態に

応じて行っていきたい。

「知識構成型ジグソー法j における学習課題を設定

するにあたっては、英語科で扱うタスク活動が参考に

なる。以下、タスクについて述べてし、く。

(3) タスク(学習課題)を用いた授業づくり

①英語科におけるタスクについて

外国語教室の中でコミュニケーション活動を活発に

行うためには、タスクを利用するのが有効であると言

われている。タスクとは作業伊峨自のことで、学習者

は解決すべき課題に取り組むことによって、実生活で

出くわすような状況の中で目標言語を使用することが

できる。このような課題解決の過程で外国語の能力が

育つことが知られている。このような目的で設定され、

}日し、られるタスクを communicationtaskと呼AL
タスク活動は、単なる言語項目のドリル練習とは異

なり、既習事項を総合的に活用して行う創造的なコミ

ュニケーション活動である点が最大の特徴である。他

の学習者と協同してタスクに取り組むことも重要視さ

れる。このような言語使用 (interaction相互作用&

negotiation相互交渉)の機会を学習者に十分に与える

ことによって、外国語を用いて様々な状況に対応でき

る運用能力を育てることができると考えられているへ

本校英語科においては、タスク活動を参考にしなが

ら、「知識構成型ジグソー法Jにおける学習課題として

様々な答えや意見が出てくるような課題を設定してい

く必要がある。以下は、タスクの例である。

くタスクの例 (6)> 

・ショッピングでの会話(衣類、雑貨、食べ物、プレゼン

ト等)

・休みの過ごし方についての話し合い(スポーツ、映画、

キャンプ、食事、パーティー)

・旅行についての話し合し、(予算、行き先、行き方、日程、

計画等)

・7在話での会話(カジュアル、フォーマル、特定の用事が

あるときゃないとき等)

・手紙やメールのやりとり(友人同士、知り合い同士、初

めての人へ等)

-道案内(地元で、都会で、国内で、国外て等)

・自己紹介(自分、家族、学校、地域、母国の紹介等)

.地域ボランティア活動

・気になる社会問題の探求と発表活動等

-英語の畝宮司、物語等(内容瑚卒と並べ替え、タイトルや

テーマ設定)

②姉苦科における「ジグソーJについて

(7) Jigsawの原埋

ジグソー原理というのは、 1枚の絵をバラバラのか

けらにして元通りの絵に組み合わせる jigsawpuzzle 

からヒントを得た指導技術である。この原理を応用し

た活動では、グループロのメンバーに内容の異なる情報

がランダムに与えられ、メンバーは互いに情報を交換

しながら自分たちの情報のギャップを埋め、最初に与

えられた縦自を完成させる。

この活動では、連続作業 (activitysequences)の

中で、互いに相手の情報に依存し合うため、課題依存

(task dependency)の原理が活性化され、言語使用に

おける個人の責任感・自立を養成することができる (7)。

(イ) ジグソー型タスクの例
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学習者は、自分の持っている部分についてのみ読ん

だり闘し、たり見たりして、他の学宵者にその内容を伝

える。そして学習者全員で、それらをすべて統合する

とどうなるかをi議論する。 最終的にできあがるのは、

もとの文章であったり、合}部品程で生み附された、そ

れとはまた違った文章であったりするが、これを学習

者は、グループになって、報告書にしたり、仁|答で発

表したりする{則。

(ウ) 本校英語科における「知識構成型ジグソー法j

あるテーマ(学宵課題や問しすについて被数の視点

で書かれた資料をグループに分かれて読み、あるし、は

誠君lこ取り組み、 I~分なりに納得できた給関で説明し

合い、そこから山てきた考えを統合してテーマ全体の

理解を構築する。あるいは、テーマに関連した課題を

角料、てして。バラバラにした情報をただ組み合わせて

完成させるだけの活動ではなく、情報を集めて統合し

て「跡、jに答えていくことが重視される。

実際に行った f知識構成型ジグソー法Jの課題の例

として、以下のようなものがある。これは3学年の授

業において輿那衛政江教諭が行った授業の概要である。

【実施内容およびねらし、】

Progr訓 3‘'The51~s to Save the Earth"兆iEの歌ij司を読

み取ろう

'it元の導入として、 The3Rsという英s活の歌の内容をグル

ープで読みとる1汚illJJを行う。それによって環境保護への意

識を高め、そこで得た知識を活かして単元の内容周泊料こつ

なげてし、く。 It1.元の終わりには、環境問題に対して自分た

ちが日常的にできる「地球にやさしし寸了動Jについての考

えや怠見を、学辞した表現等を運HJ しながら英語で論J!l!(J~

に述べることができるようにしてして。

(1) r問しリの設定

The 3Rsとしづ英語の歌詞を3つのパートに分け、エキス

ノfー卜学習川資料.AIにとしてJlJえ付ーる。

A'吃それぞれの歌詞の内容をH本語でわかりやすく説，I!H

し、そのJ!lfV.'下や航河のタイトルを予測すること。また、

その恨拠を論脳内に謝91できること。

(2) rエキスパート1吊動J

各グノいープの生徒は ABC の各拘~に分かれてエキスパー

トグループを作る。そこで「問しリを解くために必要な資

料を読み、その大まかな内容や怠l床について話し合い、資

料を読んでいなしイ也のグループめ人たちに説WJする可~備を

する。

(3) rジグソー活動J

各相当に分かれてそれぞれの資料を読んだメンバーが元

のグループに戻り、相当した資料の内容について互いに説

明し合い、最初jの「問しリに答えを出サユ

(4) rクロストーク活動j

qi刊しリに対する f答え (ABCの歌詞の11関芋とタイトノレ)J

がIJIたら、その恨拠も一申告にクラス全体に発表し、互いの

憎むとその樹処を検会「する。

以 tのような基本的な型(1問しリの設定→エキスパー

ト前動→ジグソー活動→クロストーク活動)に沿って

進めていくので、各学年の学習内容やレベル等に応じ

て采軟に展開していきたし、。

それから、授業を千九、ながらベアやグ、ループが、学

力差や人間関係のために十分に機能しない場面を見か

けることがあるので、ジグソー活動を行う際もその点

についての目白替、は必要である。

4 対話からの学びの評価

討湘liの手立てとして、以下の方法を適宜用いながら

対話を通して個の学びがどのように深まっていったの

かを検証していきたい。

-事前事後の情意面の変化をみとる → アンケー卜

や自己評frl6等

<アンケート調査項目又は授業における自己許価項目案>

• 4;受業は月現平できているか

-学習は脱極的に行っているか

-授業の中でベアやグループで学習する(他渚と協力して課

題に取り組む)ことについてどう思うか、気づいたこと、

良かったこと、改善点等の記述

・授業の中で他者-と協力して課題に取り組むことで、よくわ

かるようになったことや他者の意見を聞いてなるほどと

;おもっ・たこと

・特定の生徒の学習過科.を追いながら対話の深まりを

みとる → 育改両!州象(ビデオ)、記録音声 (ICレコ

ーダー)等

※発話分析を充実させるためには、 ICレコーダーを

全グループ分用意する必要がある。

-表111された成果物で対話を通した理解の深まりをみ

とる → ワークシート、小テスト、作品、発表内容

ho¥. 
o，"-.f 
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W 授業実践

1 授業実践

本単元では、これまでに学習した語奨や表現、文法

事項等を生かしてグループの{中間と対話しながら、内

容につながりのある他己紹介文を書く活動を行った。

(1) 単元名

PROGRAM 7 Dilo the Dolphin (SUNSHINE ENGLISH 

COURSE 1 関隆堂)

(2) 本単元の主な樹1

本単元では、イルカ・ウォッチングを通して、イギ

リスについて知り、また、イルカを題材にした子ども

に人気の本を通して、具文化理解や外国への興味関心

を持たせる題材となっている。更に、言語材料として

は疑問詞のWhoや附len、人称代名詞の目的絡等につい

て学習する内容となっている。

そこで、登場人物について、様々な視点から紹介さ

れている表現を導入し、本文を読んで内容的にまとま

りのある文を書く方法を知る。そして最後に、自分の

紹介したい人物について、まとまりのある英文を書け

るようになることを目標として授業を計画した。

各セクションで新しし、言語材料や託怜〕等を導入した

後、本文の内容理解活動を行った。内容理解の際には、

他己紹介を英語で行う時に使用できる語集や表現等に

アンダーラインを引かせた。英語による他己紹介文の

作成には、知識構成型ジグソー法を取り入れた授業を

行った。そこでは、生徒がエキスパートグループに分

かれ、各自で他己紹介文を:書いてし、く。そして、お互

いが書いた英文を持ち寄り、ジグソー活動の中で共通

の「問い(課題)Jに対して、各々の意見を伝え合いな

がら「答えJを出してして。最後のクロストークでは

クラス全体の中で、各ジグ、ソーグ、ループで、脅し、た英文

を紹介し合い、内容的にまとまりのある英文を書くた

めの方法について考えを共有する。最終課題としては、

「自分の尊敬する人物についてわかりやすい紹介文を

書いてみようJを提示し、各々で英文を書くという流

れで授業を行った(表2)。

表2 本単元 10時間の授灘十画

学習内容及び活動

1 I単元の導入 単元の事前アンケート調査

疑問詞Whoを用いた文の意味・構造理解

セクション l 本文の内容理解

4 代名詞の目的格him，herの用法理j梓

5 セクション2 本;文の内容理解

6 疑問詞Whenを用いた文の意味・構造理解

7 セク、ンョン3 本文の内容理解

他己紹介文作成「わたしのべンノ勺レ紹介jのエキス

8 ノ号ート1舌勤→わかりやすし、紹介文にしていくための

ジグ‘ソー活動

9 クロストーク活動

10 
最終課題 f自分の尊敬する人物についてわかりやす

い紹介文を書いてみようJ 単元のまとめ

(3) r問い(課題)Jの設定

人物紹介に関わる 3つのトピック (A: Himself 

/Herself (自分自身)、 B:SpareTime (余暇)、 C:Family 

(家族))をエキスノミート活動の資料として別意した。

本時の「閉し、(課題)Jとして以下のように提示した。

自分の紹介したい人物について、文と文のつながり

を意識した、分かりやすい紹介の仕方を考えよう。

エキスパート活動における「閉しリは、 3つの資料

のうちの 1つのトヒ。ックについて、そこに書かれた語

集などを使いながら、つながりのある英文を書く。ジ

グソー活動においては、 3つの卜ヒ。ックをもとに書き

あげた英文を並び替えたり接続詞を用いてつなげるな

どして、わかりやすい英文にまとめる。お互いの英文

について説明をしながら、次時のクロストーク活動で

内容を吟味し、まとまりのある英文を書くための考え

をさらに深めてして、とし、う流れで「問し、j を設定し

?こ。

(4) エキスパート活動

エキスパート活動では、教師の指示で、生徒はテレ

ビモニターに提示された座席表を見ながら ABCの各エ

キスパートグループに分かれた。グ、ループは、男女混

合の3名または4名1組とした。エキスパート活動で、

は、以下のような、ヒントとなる語数がまとめられた

ワークシートを配布した(図 1)。

次に、各グ、ループで、 15分間、ワークシートにある語

葉を参考にして、英文を作成する時間を与えた。活動

時の注意点として、お互いの意見を出し合いながら、

最終的には、文と文のつながりをもたせた英文を書い

ていくことを伝えた。また次のジグ‘ソー活動時に、こ

こで書いた英文を、他のメンバーに読んで・伝えること

ができるようにしておくことを指示した。

巧

tqo 

唱
E
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図1 エキスパートA:Himself /Herself (自分自身)

(5) ジグソー活動

ジグソー活動は 25分間設定した。エキスパート

A，s，Cグループから 1名(または2名)ずつですfしく 4

人グ、ループを編成することとした。はじめに、自分の

担当したトヒ。ックに関して作成した英文を読み上げる。

そして、お互いの書いた文章をつきあわせて、前単元

までの他己紹介における箇条書きによる紹介文ではな

く、接続詞を使って文をつなぐことや、内容としてま

とまりのある文にしてし、くにはどうすればよいのかを

考えさせた。最後に、それぞれが書いた英文を織り交

ぜながら、 10文平副支の紹介文を書くことを指示した。

その後のクロストークでは、各ジグ、ソーグ、ループ。で、

完成した紹介文を読み上げ、わかりやすい紹介文を吉:

くために工夫した点について発表し、お互いの考えを

共有する機会とした。

ここで学習したことを踏まえて、最終課題「自分の

:特激する人物についてわかりやすし、紹介文を書いてみ

ようJというテーマで英文を書いて、単元のまとめと

した。

(6) 実践を振り返って

① 「問しリの設定について

つながりをもたせた内容的にまとまりのある英文を

書くことは、大人で、あっても容易ではない。それが中

学校1年生ではなおさらであるが、本実践においては、

自分の知っている語薬や表現を使って、言いたいこと

を英語で相手にわかりやすいように伝えるにはどうす

ればよし、かを考えるきっかlナとしたかった。

活動の足場かけとして、語集の少なし、 1年生にとっ

てまとまりのある英文を書くことはまだ難しし、と考え

ヒントとなる語焼を与えることとした。そして r3人

称・単数・現在」を含む基本的な文法事項に気をつけ

ながら他己紹介文を:書いていくことについては、グル

ープのli'で協力しながらアド、バイスや点検を行うよう

指示をした。

わかりやすい英文を書く活動において、それぞれが

担当して許し、た英文を読み合い、自分たちが書いた英

文について考えを伝え、吏に良い英文になるように書

き直す。箇条書さではなく、つながりのある英文にな

るよう li;し、に意見をtUしてして。そして普段行う英会

J町市動だけではなく、今回の他己紹介文作成の活動は、

紹介する相手がいてはじめて生きてくるということを

意識した取り組みになったりこれらの点において知識

構成型ジグソー法は有効であると感じた。

しかし、本単元におけるfI出品、j の設定では、生徒

一人一人が紹介文を作成するのではなく、グ‘ループの

1:1:.1で出し合った意見や考え等をもとに1.つの紹介文を

作成することになっていた。グ、ループで、の対話を生か

して生徒・人・人が紹介文を書いていくような f課題J

を設定していく必要があると考える。

②エキスパート的動について

(了) クツレーフ湖成

グループ編成については、英語が苦手な生徒ができ

るだけ集まらないようにすることや、英語の得意な生

徒がサポートに回れるような配置をしたクラスとそう

ではないクラスの阿方で実施した。事後のアンケー卜

から、「考えも深まるし、 I~I 分の意見とみんなの意見を

比べられるJrし、ろんな動詞を使っていたから、それを

活HJできそうだからJなどの肯定的な意見があったが、

その反而 Iみんな積極的じゃなかったから、具体的な

意見や納得があまり見られなかったJrほとんど頭のい

い人がやっていたから、ついていけなかったj などの

意見もあり、必ずしも教師側の西山並で功を奏したグ‘ル

ープばかりで、はなかったことがわかった。

教科としての「英語Jの得意・不得意、そして「問

しリに取り組むaZ欲が、クツレープ活動における気づ、き

や納得を生む過程に影響を及ぼしている。生徒同士の

人mJI期係だけではなく、教科における学力の差を考え

て、バランスよく配i置する工夫が必要である。

(イ) つながりを意識した英文作成

エキスパートグループの仲間同士で、英文を書く際に、

文と丸-のつながりを怠識して活動を進めていることが、
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音声記録から見てとれる。以下は英請が得意な生徒 M

が話し合いをリードしながら、進めている場面である。

M:最後、つなげないといけないんだよね?ゃったあとに。

お兄ちゃんと、お姉ちゃんの話をしないとし、けないから。

うーん、仲良しがいいか?

教師:(全体に向かつて)ある制支ここでつながりをもたせ

ることを意識してね。ただ~{fi~IJするんじゃないよ。

M : Friendじゃないよね?どうしょっか?

R:ある?仲良しって?

M:出るけど、どんなかな?うーん…

K : Friend?違うか?

M : Friendじゃないもんね。あっ、じゃあお兄ちゃんの話、

仲良しのお姉ちゃんの話にするか?

Mのいるグループのメンバーはエキスパート活動時

において、文と文のつながりを意識して紹介文の流れ

を考えながら、話し合って書いていることが分かる。

教師も、クラス全体に向かって指示を出しながら、「問

しリを解決してし、くための支援を行っている。 Mのいる

グループのメンバーは、自分たちの考えを出し合いな

がら英文を書くことができた。

ワークシートの記述内容を評価したところ、エキス

ノ《ート活動の「課題Jである、俵統詞を用いた文と文

のつながりをもたせた英文を書くことについては、

28弘(10名)の生徒がA評価で、 7B覧(3ο名)の生徒がB、

そしてCの生徒は一人もいないとし寸結果であった。

以下は、エキスパート活動において A詞刊冊をもらった

生徒の記述内容(原文まま)である。

• She 1 ikes dri ving. She gocs to Disney land by car. 

She likes fishing very much. But she docsn' t like 

swimming. She goes fishing and cooking fish. 

(生徒N)

③ ジグソー活動について

(了) ワークシートの言己主からわかったこと

多くの生徒がエキスパート活動において、文と文の

つながりをもたせた英文を書いていて、それをもとに

ジグソー活動に取り組んだL
ワークシートの記述内容を見ると、ジグソー活動の

「課題j である内容にまとまりのあるわかりペ寸し、英

文を書くことについては、22%(9名)の生徒がA評価で、

7鍬(31名)の生徒がB、そしてCの生徒は一人もいない

という結果で‘あったo 以下は、本時のジグソー活動に

おいて A評価をもらった生徒の言国主内容 α弔文まま)

である。
「ーーーーーーー

・ l1er namc is Debra. She has a family of four， 

father， mother， and younger brother. Today is 

her younger brother' s bi.rthday. So they ate 

delicious dinner. She reads books on her spare 

time. She likes magazines. Her treasure is 

caps. She puts on Ilight cap before go to bed. 

(生徒T)

生徒 Tのグループは、みんなて意見を出し合いなが

ら、接続詞のωを使って文をまとめていこうとしてい

た。事後の感想、の中では、話し合し、をしていく中で「代

名詞の違いが分かったJfSoの使いどころが分かったJ

などの文法的なことに関する理解が深まったことが多

く百己主されていた。また、 f今まで習った表現をうまく

活用することができたJf今まで聞いたことはあるけど、

書くことができなかった表現について知ることができ

たjなどの英語表現のl憾の広がりを生徒自身が実感し

ていることがわかった。

しかし英文を書くことにおいては、制限時間を強く

意識させ過ぎたために、文法のミスが多く見られた。

また、 10文以上書くことを求めたことで、文のまとま

りや1つ 1つの文をじっくりと吟味することがおろそ

かになり、 10文以上を書くこと自体が目標になってし

まったグループもあった。生徒が「閉しリを解決して

し、くうえで、何を重点的に取り組むべきかを教師があ

らかじめよく理解して生徒へ働きかけていくことが必

要である。

(イ) 発話内容からわかったこと

ジグソーグループでの音声記録からも話し合いを通

して考えが深まる様子が見てとれる。以下はその会話

の様子である。

A:次なに?

M:どうする?

A:家族のこと言ってるから、家族のことてMつないだほうが

いいんじゃん?

M : So， today ate del icious dinner.ちがう、あ…今日は

彼女の誕生日です。

A:オッケーo これ?

M: Today her young brother birthday..' 

T : today".? 

M : Her young brother birthday 
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A : birthday? 

M:うん。そのままつなげていい?

A:うん。

M:ドの前日')'0So， they ate del icious dinncr.これって S

は大文字でいいんだよね?

このグソレープは、他己紹介文のrllで「弟の誕生日が

あり、家族で美味しい夕食を食べたj のような独自の

物語を作ることで、文を作り上げようとしているとこ

ろが面白い。エキスパートグループでバラバラなトピ

ックで書き上げた英文を、接続詞soを使いうまくまと

めようとしている。今まで狩ってきたものを使いなが

ら、文をつないでいこうとする傑子が見とれる。他の

グループでは、 1つのテーマ「釣りが好き」とし、うこ

とで話をまとめるなど、グループそれぞれ多様な視点

で取り組んでいる様子が見られた。

④ 下位の生徒への手立て

以下は本単元終了後のアンケートの集計結果である

(表3)。

表3 事後アンケートの集計結果

間i洲口 できた 少U土できた | 

①特訓題に対して、自分なりに答え
71 73 

を11¥したり、またはHlそうと努力し
(4倒) (tl61覧)

ました治、?

②芋習諜題にたtする自分の符えをメ
56 77 

ンパーに伝えることができました
(~37%) (5側)

ヵ、?

G洋弘明細に対して、あなたはメンパ 79 59 
ーと協JJして解決できましたか? (52%) (39弘)

質問J!(iH あった 少しはあった

Q)(ljlIUJと学習に取り車ILむことで、 n
分-人では得られることのない気

9tl 51 
づきや発見、紺刊号することなど、

(61%) (:iS弘)
friJか杵段の学科との逃L、はありま

したか?

6河:1111胞にたド!ーる周[111や具体的な場Ifliについて説明してくだ

さしL
・一人ひとりが点任をもってgi脱凶こI[)(り組めるので、いつもよ

り協力ができた。

・分からないニとを一緒lこその立場から与えたりできるから、

分かった11寺の逮I1Xli{が大きしも

質問①に対し、 48%(73名)が「できたj、46%(71 

名)が「少しはできたj と答えている。また質問②に

対し、 87弘 (143名)が「できたJr少しはできたJ、質

問③に対し、 91覧(138~I) が「できたJ r少しはできたJ

と答え、多くの生徒が、 rfl日しリに対して宵定的な1劉支

で、あったことが伺える。また記述内容からは、教え合

いや助け合い、相談できること等、今阿の活動を肯定

的に捉えていることがわかった。下位の生徒が関われ

るよう、普段からベアやグループで取り組むような授

業形態を多く取り入れた授業計画を立てていく必要が

ある。

本iji元における知識構成型ジグソー法を用いた学習

においては、英語を苦手とする生徒も友達に習いなが

ら英文を書くことができた。以下は、英語を苦手とす

る生徒の事後アンケートの感想、である。

-臼分自身が分かっていないところが多いので、みんなが

教えてくれたりするところや間違いを直してもらえると

ころが良かった。

・完全には理解できないが、なんとなく分かるところまで

教えてもらえたことが良かった。

しかし、グループのメンバーとの関係や、英語が苦

手で、「閉しリに対して積極的に取り組むことができな

かったとしづ記述等もある。生徒にとって取り組みや

すい「問しリの設定や、グループ構成なども今後検討

してし、かねばならなし、。

今年度は、生徒一人一人の考えを深める「問しリの

設定や実施方法、評価など様々な課題が残った。今後

は、これらの課題解決に向けて研究を深めていきたい。

2 授業実践 (2学年)

本単元では、プログラム7の本文を協調学宵の「資

料Jとして用い、内容やその題材のもつメッセージ等

をグループの仲間と対話をしながら読みとる活動を行

った。

(1) Jji元名

PROGRAM 7 IfYou Wish ωSee a Change (SUNSHINE 

ENGLlSH COURSE 2 開隆堂)

(2) 本単元の主な流れ

本単元では、 1992年にリオで聞かれた地球環境サミ

ットでスピーチをしたセヴァン・カリス=スズキの環

境保護を訴える言葉にはじまり、その後の彼女の人と

の出会いや考え方などを通して、よりよく生きるため

に私たちにできることは何かを問し、かける題材となっ

ている。

そこで、彼女の人や動植物を含めた環境保護に対す

る考え方や私たちの生活における食べ物や衣服等の身

近な物を通した人とのつながり 助け合いの必要性な
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どを読みとる。そして、よりよく生きるために私たち

にできることについて考え、また具体的にできる身近

な行動について英語で表現することを目標として授業

を計画した。

新しく学習する言語材料や日前]等については、教科

書本文の読みとりができるようにするための事前学習

として、単元の前半でまとめて導入した。エキスパー

ト活動においては、 3つのセクションで構成されてい

る教科書の英文を「資料(部品)Jとして扱い、各自責

任をもって仲間と対話をしながら読みとってし、く。資

料が教科書の本文を利用するということで、「課題Jの

内容上教科書を使わせず、ワークシートに資料を載せ

て生徒に配布した。次にジグソー活動では、各自が読

みとった内容をつなぎ‘合わせて全体像をつかみ、 f聞い

o課題)Jに対して五いの意見を自由に出し合いながら

「答えJを出してして。そしてクロストーク活動では、

全グループがジグソー活動で話し合ったことをクラス

全体に発表し、様々な考えを共有する。最終課題とし

ては、読みとった内容や対話を通して自分の考えたこ

とを英文にしていくとしづ流れで授業を行った(表4)。

表4 授業計画

時 学習内容及び活動

単元の導入:セヴ‘ァン=スズキのスピーチ紹介

2 ~1: 動名詞、新l:Hft群りの学習
3 ~2: く 1ook/become +形谷言司>、新出語句の学習

4 ~3: く主語+動詞+人+もの>、新出三吾句の学習
5 ~ 1 "'3のまとめ、協調学習の進め方の事前指導

6 [本時]本文内容理解のためのエキスパート活動

→メッセージを読みとるためのジグ、ソー活動

7 ジグソー活動の続き →メッセージを共有する

クロストーク活動、最終課題

8 1115じのまとめ、小テスト

(3) r問い(日制mJの設定

3つのセクションで構成されている英文をエキスパ

ート活動の資料(剖品ABC)として用意し、本時の「課

題」を以下のように提示した。

グループてo協力しながらセヴァン・カリス=スズキの話を読

みとり、彼女が最も伝えたかったことについて自分なりの

理山を加えて説明できる。

エキスパート活動における「縦自Jは、 3つの資料

のうちの 1つの英文を読んで慨要をつかむ。ワークシ

ートの穴埋めで概要をつかんだかの確認をし、英問英

答の内容確認をする。次にジグソー活動においては、

3つの資料(英文)を並べかえて全体の概要をつかみ、

さらにそこからセヴァン=スズ‘キの伝えたかったメッ

セージを各自で読みとって日本語でまとめる。互いの

考えを、理由を加えて説明し合い、次時のクロスート

ーク活動で発表し合いながら考えをさらに深めてし、く、

としづ流れで「課題Jを設定した。

(4) エキスパート活動

エキスパート活動では、グループ編成を男女混合の

3名X9グ‘ループ(計27人)と男女混合の4名X3グ

ノレープ(計 12人) とした(図2)。

品"，1，ーτ

図2 エキスパート活動のめレープ編成表

そして教師による活動のヒントとして、ピクチャー

チャートやテレビモニターの画像を使い、単元内容に

ついて英語で生徒との会話を取り入れながら導入して

し、った。

エキスパート活動では、上記のグループ編成で、20分

間読みとりの時間を与えた。活動時の注意点として、

意見や疑問点を自由に出し合い、相談しながら英文を

読み進めることを伝えた。また、次のジグソー活動で

読みとった内容をグ、ループの仲間にわかりやすく説明

できるよう準備を進め、読みとりが十分にで、きなかっ

た場合は、どこがどのようにわからないのかをまとめ

ておくことを指示した。

(5) ジグソー活動

ジグソー活動では、グ、ループ編成をエキスパート活

動で油Cをそれぞれ担当したメンバーを含む男女混合

の3名x13グ、ノレープ(計39人) とした(図3)。

-141-



図3 ジグソ-i舌動のグ)(戸プ編成表

ジグソー活動は20分間設定した。最初は、エキスパ

ート A、13，Cの英文内容を各々が報告し、話の流れが

合うように順序よく並べかえて本文全体の概要をつか

む。活動の注意点として、全体の内容を意識し、並べ

かえに時間をとり過ぎないよう指示した。まとまりの

ある英文の概要をつかむ際に、一宇一句訳しながら理

解してし、く傾向の5齢、生徒が一部の内容に留まってし

まうことを避けたかったからで、ある。

次に、英文全体を通してセヴ、アンニスズキが最も伝え

たかったメッセージについて考え、それを表す英文を

各自が探しt+¥し、仲間と共有する。その際、自分が探

し出した英文となぜそれをメッセージとして受けとっ

たのかという理由を自分の生活や考え方と照らし合わ

せながらまとめてし、く。この2つ目の「課題Jについ

ては、 「符えj をグ、ループで一つにまとめるので、はな

く、各11の考えを答えていくこととした。

本11寺においては、エキスパート活動に入るまでの時

間がやや押してしまい、また、英文の概要把握に時間

がかかってしまったこともあり メッセージを受けと

るための深い読みとりや話し合いが十分行われなかっ

たとクツレープの進行状況から判断した。そこで次時に

10分間活動時間を延長した。この延長時間を利用して、

前H寺に考えたお任いの意見を共有し、クロストーク活

動のための堆備にあてた。

(6) クロストーク活動

次時に予定していたクロストーク活動は、ジグソー

活動で‘考えてまとめた各自の「答えj を全グループが

発表し、互いの考えや感じ方の共通点、違い等を共有

する機会とした。

それを踏まえて最終課題としては、一人一人が受け

とったメッセージをもとに感じたことや自分にできる

具体的な行動等について、学んだ英文を参考にしなが

ら書いてし、く。英語で文章にしていくことが難しい場

合は、日本語で書くことを認めた。

(7) 実践を振り返って

① 「問し、(関越)Jの設定について

まとまりのある英文を読んで内容を耳間卒する活動に

おいてその概要をつかむことは大切ではあるが、本実

践においては、特に題材が持つメッセージを読み手が

どう受けとるかに焦点をi泣いた。

まとまりのある文章の理解は、生徒にとっては容易

なことではない。これまで新t1¥育所]や表現等を導入し

た後で、あっても、教自ifiの予怨を超えて、生徒は様々な

ところで読みとりの難しさを感じている。概要をつか

む際に大切な内容を示す長部司をうまく認識することが

できずに時間がかかり過ぎる、あるいは途中であきら

めてしまう生徒もいた。

今回リーディング活動において、ただ、読んで、意味を

つかむだけではなく、さらにそこから題材や筆者のメ

ッセージを受けとるという、いわゆる本来の読みの活

動にもっていくうえで、知識構成型ジグソー法を用い

た活動は、 J受業者としては有意義で、あったと考える。

読みとるとは、 liiに字面を追えるということだけでは

なく、そこから読み手が何を感じとるのか、共感した

り違う意見をもったりする能動的な活動で、ある。その

ためには理解があやふやで、あっても対話を通して様々

な考えにふれ、自分の考えやmt向平をより深めていくこ

とが大切である。

本単元における q~恥、(課題)Jの設定は、生徒にと

って一段階進んだ、リーディングをするための方法とし

ての可能性を十分感じることができた。実.際「課題J

に答えるために、 i崎市Ij]差はあったが、ほとんどすべて

のグ、ループにおいて、自ら仲間と関わりをもって取り

組む係子が見られ、また事後アンケートにもそれは表

れていた。しかし、本時の予定としてジグソー活動ま

ですべての活動が終えられなかった点lこついては、教

科書を資料として利用したことによる英文の量とその

難易度が課題であると考える。

②エキスパート活動について

(了) グループ編成

1時間の中でタj率よくグ、ループ編成がで、きるために、

人数や男女のバランスを見ながら来I.lんで‘いくことは容
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易ではなかった。一連の活動における座席配置は先に

述べた通りであるが、英語が苦手な生徒への配慮、とし

て、協力しやすいと思われる座席変更をあらかじめ済

ませておいたクラスとそうでないクラスと両方実施し

てみた。座席はいずれも教師が組んだものであるが、

観察上大きな差は見られなかった。

授業中の様子からは、どのクラスにおいてもほとん

どのグループが活発に話し合っていたが、 2、3グル

ープは話し合いを始めるまでに時間がかかっていた。

また、中には配慮、をしたつもりでもそれがうまく機能

していないグループも見られた。

例えば、あるクラスの3人編成のエキスパートグル

ープで嫌った音声高己録から、 2人の生徒だけが活発に

話し合い、英吾吾が苦手なもう 1人の生徒は最後までほ

とんど口を開かなかったことがわかった。終了前に 1

人が気づいて声を掛け、 2人でフォローしていた。提

出してもらったエキスパートのワークシートは概ね記

述されていた。しかし、英語が苦手なその生徒の事後

アンケートには、グループでの活動があまり積極的に

できなかったとしづ回答がされていた。

グループ編成については、生徒の人間関係が学習に

影響し得るが、実際に機能するかどうかはやってみな

いとわからない点が大きい。人間関係や学習のレベル

についての配慮は必要だと考えるが、ジグソーにおけ

るグループ活動の意・義やルール、スキルを含めたその

進め方について、説明や指導をさらに工夫していく必

要がある。今後の課題としたし、。

(イ) 英文の内容理解の深まり

エキスパートグループの仲間同士で英文を読むこと

で、自然とお互いが理解したことや疑問に思ったこと

を自由に話しながら、少しずつ理解を深めていく様子

が音声記録から見てとれる。グループを編成するのは、

さき、ゆきの、しょうた(仮名)の3名で、特にしよ

うたは英語を苦手としている生徒である。 3人がワー

クシートの中の 1つの英文をどう解釈するかについて

話し合っている場面である。

ゆきの: 1 had a 10t of chances to meet and talk wi th 

people around the world. 私は、~多くの、人

と...? 
しょうた: chance... 

さき: meet and talk... 

ゆきの: meet and talk、話し、話す...人々 と出会い

さき: 人々 と出会い、 ~機会を得た

ゆきの: 話して... 会話でいいのかな?

さき: ん... ? 

しょうた: 会話「きかしリって何? まず、「きかしリつ

て何?

さき: 出会い、伝える機会

ゆきの: ん...訴す機会とか、会う機会があるとか...

さき: あ、スピーチする機会!

ゆきの: でもさあ、 meetand talkだから...

さき: 何ねえ、 tomeetって?

しょうた: 会うじゃない?

ゆきの: 会うと話す...対話?

しょうた: 対話だな。

しょうたは個人で取り組む場合、これまで黙って一

人考え込んで先に進まないことがよく見られた。実際、

ここでも理解のベースが2人に比べてやや遅れ気味で

あった。また、「めっちゃむずかしいさあJrああ、も

うわからんJといった半ばあきらめの言葉も出てきて

いた。しかし、上記に示した通り 3人で取り組む中で

積憾的に話し合いに加わっている。

3人は不確かながらもしばらく;圧し、に思ったことを

口にしながら考え続け、あるきっかけで疑問が解決し、

納得しあう。

さき: 話すってさ、しゃべってしゃべってじゃないの?

ゆきの: なんかさあ、あれじゃない、スピーチの後とかに

話せるさあ、前とかで人と、そういうことじゃない?

さき: う~ん...人々 と1:1:1会い~機会を得た... ? 

ゆきの: 人々 と...あっ、出会いって、こっちじゃない?

こっちじゃない、出会いって?

さき: 出会い?

ゆきの: r話すJでいいんだよ!

しょうた: そう!そう! だから俺、ここまででいいんじ

ゃないかつて思ったんだよ!

さき: 本当だ! じゃ、訴す機会でいいの?

ゆきの: うん。これで「会うj、f出会うj。 で、これで「話

すJo

しようた: ああ、もう、さっき言っとけばよかった。そし

たら俺の手柄だったのに.

しょうたは、エキスパート活動が終わる間際に、メ

ンバーに対して「でも、なかなかし功、話し合いだった

んじゃない?J と今回の活動を肯定的に捉えた発言を

していた。

ワークシートの記述状況を評価したところ、エキス

ノミート活動の「課題j である概要を把侵することにつ

いては、 92%(139名)の生徒が A手f1illiで、 7%(10

名)の生徒がB、そして 1% (2名)の生徒がCとし、う

結果で、あった。
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③ ジグソー活動について

最初の「課題 (A'"'-'Cの英文の並べ替え)Jに井ける答

えは、正解にたどりついたグ‘ループが多かった。しか

し、次の「課題(メッセージの読みとり)Jについては、

授業が計画通りに進められなかった点や最初の「課題j

に多くのグ、ループが時間を掛けていたこと等から、本

時では十分に取り組む時間を確保することができなか

っt:.o

ワークシートの言国主状況を見ると、セヴ、アン=スズキ

の伝えたかったメッセージを選んだ理由が、指示の通

りに「自分の生活や考え方と結びつけてJ記述できた

生徒は少なかった。ジグ、ソー活動の「課題」の評価と

しては、 30%(46名)の生徒が A評佃iで、 69%(104 

名)の生徒が B、そして 1% (1名)の生徒がCという

結果で、あった。以下は、本u寺のジグソー活動においてA

評価をもらった生徒の記述で、ある。

" Jf a hUllgry street child would 1 ike to share， whyare 

we still so greedy'! 

僕たちはいつも賞賜~，こ物をj.'，'lったり、自分中心な生活を送って

いるので、もっと分け合う心をもった)jがいいとこの文が教え

てくれたから。(たかυ
• "lfe must challge our 1 ifcstyles to savc the alJimals and 

plallts. " 

自分たちの生活を変えるということは、動柄物を救うjft去の一

つなんじゃなし、かと思った。節i水べ~jí立をすることで地球i副長

化の進行を遅らせることができると思う。(れし、の)

題材を読んで各向がメッセージを受けとることにつ

いては、まず本文を読んで感じたことをFI本語でまと

めることに集中させるべきで、あった。授業の進行を考

え英語での発信にこだわり過ぎていたかもしれない。

ねらい通り自分の坐き方や考え方とH日らし合わせてメ

ッセージを受けとったり理由を述べたりすることを充

実させるためには、ほ訟が不可欠である。深く受けと

ることではじめて英語での発信が生きてくる。仲間と

その点に焦点を当てた話し合いをするような教師の働

きかけをもっと工夫するべきで、あったと考える。また、

次時に活動を持ち越したことによって、市;-rrVJの耐もや

気持ちが途切れ、スムーズに続きをはじめることがで

きなかった点も含めて今後の課題としたい。

④ クロストーク活動について

クロストーク活動で、はすべてのグループに発表-の

機会を与えた。同じメッセージを選んでいてもその理

由は少しずつ違っていて、生徒のコメントにもそのこ

とが気づきゃ発見、共感としてまとめられていた。

-自分たちグ、ループの考えとは全く違う考えが他のグループにあると

し、うことがわかりました。これからこうし、うことを気づけるように

がんばりたいで'""0(しょうた)

・他のグループの発表を閥し、て、いろいろな固と協力するということ

は、身近なランパート先生も私たちのために英語を教えてくれた

り、とても近い助矧こしもとし、うことに術専しまし丸また、違う

英文で-も考えが同じだったところもあって、そこにも共感できまし

た(あゆ)

最終課題としての英作文は、教科書の英文を使って

書いている生徒が多かった。中には自分の考えを、辞

書を使って表現していた生徒や、難しいところは日本

語で書く生徒などもいた。ジグソー活動において、読

みとりや考えをより深めることができれば、英文の中

に自分の生活や考え方がより表れてきたであろうと予

恕される。

⑤ 協調学習を充実させるための日常的な取組

事前に行ったアンケートに、ペアやグ、ループ(ジグ

ソーではなしすでの活動についての考えを問う項目が

あり、約 80%の生徒が積悔的に取り組んで‘いると回答

した。また、その理由として多かったのが「教えあう

/助け合う/相談しあう/気づく Jことができる、さ

らにみんなの意見や考えが聞けて考えが深まる、楽し

い等である。英語に対して興味はあっても (77%)苦

手で、あったり、自信がないために学習がうまく進まな

い声は多い。ジグソーに限らず日頃からベアやグ、ルー

プで自由に取り組めるような活動を組み込みながら授

業設計をしていく必要があると考える。

⑥下位の生徒への手立て

今回の協調学習においては、通常のグループ活動と

は異なって自分の分担や責任が伴うため、英語に苦手

意識をもった生徒たちのほとんどが自分なりに学宵を

進めることができた。また、役割があることで自分の

主体性を発揮する機会ができ、グ、ループで、の活動は協

力する雰囲気を作りやすいことがアンケートや自己評

価等からわかった。しかし、学年の 10%以ドの生徒は

グ‘ループ。の仲間との学習をうまく進めることができず、

仲間との学脅から得られたことについての回答も否定

的で、あったことがわかった。

今回の協調学習において良かった場面としては、単

荒tや英文の理解の仕方、fI日J~ リに対する様々な「答えJ

やその恨拠などにおいて、多くの考えにふれることが

でき、また自分の考えを見直すきっかけになったこと、
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また仲間同土で相談・教えあい・間違い等の訂正や気

づき、協力して解決できた、等が挙がっていた。しか

し、逆に否定的な回答をした生徒からは、メンバー構

成によりうまく協力関係が築けなかったこと、英語が

苦手だから他のメンバーについていけなかった等の声

があった。

英語が苦手である、あるいは苦手意識のある生徒の

中にも協調学習がうまくいった生徒とそうで・なかった

生徒がし、る。メンバー構成によっては学習における協

力体制が築けることがわかったので、協調学習のねら

いや進め方を周知し、-誰とでも話し合いや活動がスム

ーズに行えるよう日頃の授業から意識して取り組んで

し、きたい。

3 授業実践 (3学年)

今年度は知識構成型ジグソー法を用いて2度の授業

実践を行った。 1度目はリーディング、 2度目はディ

ベート活動へ繋げるためのライティング、活動で、あった。

(1) 実践 1

①題材名

PROGRAM 3 The 5Rs to Save the Earth (SUNSHINE 

ENGLlSH COURSE 3 開降堂)

英語の歌詞を読み取ろう

②本単元の主な耐l

すでに知られている 3R(Reduce， Reuse， Recycle) に

Refuse (断る)，Repa廿(修理する)を加え、日常生活

の中でリサイクル活動を取り入れていくことの重要性

について考える。本時はその導入として教科書を断れ、

刀'le3&・とし、う英語の歌の内容をク。ループで‘読み取る

という活動を行う。この活動で得た新しい知識を活か

しながら、本文内容への興味や関心を深めてして。

また各セクションのまとめとして短い意見文を英語

で書くことで環境保護に対する意識の向上や、意見文

の中に根拠を書き加えることで、論理的思考力をはぐ

くむためのひとつの手立てとする。

③エキスパート活動

各生徒の英語力や普段の学級活動等における生徒同

士の協調度に配慮しながら男女混合の 3~t グ、ループと

4名グループを構成した。

「課題Jとしては、英語の歌詞を 3つのプレーズに

分け、第1フレーズをエキスパート Cグループ、第2

フレーズをエキスパート B、第3フレーズをエキスパ

ート Aグ、ループで、分組し、各フレーズの日本語訳に取

り組んだ。活動中の注意点として、辞書は使用しでも

良いが、歌詞の英語を 1語ずつ日本語に直してつなげ

るのではなく、グ.ループ内で、対話を重ねながら大意を

読み取るよう促した。

④ ジグ、ソー活動

本活動グ〉レープは男女混合の4名または3名 1グル

ープで構成し、各メンバーはエキスパート A、B、Cの

活動で、読み取った歌詞の内容を、ジグソー活動のメン

ノくーに対して英語を交えながら日本語で分かりやすく

説明する。さらにフレーズの順序やタイトルについて

予測し、なぜそのような予測を立てたのか、その根拠

を論理的に説明することを「課題j として活動を進め

た。

⑤ クロストーク活動

当初の計画ではジグソー活動の中でグループによる

話し合いを通して得た歌詞の正しい順序と、歌のタイ

トルについて、 2""'3グループの答えとその根拠を発

表させ、それについて検討し合う予定だった。しかし、

実際は1グ、ループによる発表のみにとどまり、その後

は活発なやりとりが行われなかった。最後に教師が正

解を述べた後、曲を聴いて終了した。

⑥実践を振り返って

実践終了後に受けた指摘の通り、生徒個々の説明を

拾うよりも、「正解Jは1つで、あるとしづ流れで授業の

まとめたことにより、生徒のワークシートを読んでも

個々の理解度についてみとることはできなかった。

しかしながら、 下記の3グループによる歌調のl順序予

想、についての記述被拠を見ると、課題に対する答えへ

のたどり方がそれぞれ違っていた(表5)。

表5 歌詞の順序の予想

ジグソー活動課題2:歌詞のl腕芋を予想し、その恨拠を

論理的に説明する。

答え :C→B→A
根拠 :Cはマジックナンバーの紹介で、 2X3

Group 1 と書いているから最初10Bは具体例があるから

2番。 Aは最初の2っとあるから、 Bとのつな

がりで最後になる。

答え :C→B→A
根拠 :C→3つの Rについて話すといっている

Group2 から最初。 B→3つの Rの最初の2つを話して

いる。 A→最初の2つが使えなかったらリサイ

クルをしたらいいといってリサイクノレの話を
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しているから最後。 Aの最後にCで、あった言葉

をもう 1度言って強調している。

答え :8→A→C

Group3 
根拠 :Cの最後の文に、 I吋 U田，陀凶e， r明 rcleと

書いであって、その順番通りに並べると s，A，C

となった。 1，2， 3と説明しているから。

特にGroup1とGroup2については、「答え」は同じ

だが、根拠については双方とも典.なる歌詞の箇所を取

り上げ、それぞ、れに違った理由を述べている。また

Group 3については、「答えjが他のグループと違い、

その般拠を見ると歌詞の単語使用順序に視点を向けて

いる。

このことからジグソー活動におけるグループ内対話

を通して、生徒は多傑なわかり方をしながら「答えj

にたどり着いたということが言える。

(2) 実践2

① 題材名

“Okinawa is a g'∞dplace ωHve."とし、うトヒ。ック

についての賛成立論に対し、反論を考えよう。

②本単元の流れ

本単元は教科書にはないが、まとめの言語活動とし

て実践的簡易ディベート活動の 1つで、ある英語マイク

ロディベート活動を設定している。この活動の実践の

ためには、下地づくりが重要となる。そこで今年度は

知識情成型ジグソー法による学習を取り入れ、生徒が

仲間と対話を重ねながら賛成や反対意見の作成を通し

て、自らの考えの論理立てや被拠づけ、また英語表現

へ関する理解を深め、マイクロデイベート活動に活か

すことを目指した。

事前準備的活動として今年度も 10月から約 1ヶ月間、

インプット活動とチャット沼-動を帯活動として取り入

れ、ライティング課題としてリレーノートを実施した。

リレーノートとは、 4名 1組のグループで構成され

た英作文課題である。各ク守ループの中から比較的英語

力の向い生徒 1名をリーダーとし、リーダーは自ら選

んだトピックについて賛成又は反対の立場で意見とそ

の恨拠を9........10行程度の英文を書き、次の生徒ぺ度す。

次の生徒はリーダーの意見を読み、賛成または反対の

立場で意見と根拠を次のページに書:き、次の生徒へ渡

す。メンバー全員が書き終えた時点で‘ノートを提出す

る。教師はノートを添削.~判l而しリーダーへ返す。リ

ーダーは新たなトヒ。ックで意見と根拠を書く(表6)。

表6 活動計画

時 学習内容

チェーンレター活動

あるトヒ。ックについて意見と理由を白紙に書き、同
じ列の後ろの生徒へ渡寸二次の生徒は前の生徒が書
いた意見を読み、それ対して自分の意見を書く。こ
れを制限時間内に繰り返す。

2 
マイクロディベー卜の併討しを知る

日本若苦マイクロディベート準備

3 
日本語マイクロディベート付救
日本語によるマイクロディベートを行う。

4 
賛成の立場で立論を考えよう

(エキスパー卜~ジグソー~クロストーク)

5 

お
賛成の立論に対して、反対の立場で反論を考えよう。

(エキスノ《ート~ジグソー~クロストーク)

6 
(前時からの続き)

ジグソー~クロストーク

英語マイクロディベー卜司切首①

7 与えられたトヒ。ックについて各自で立論・反論を考
え、英語スクリプ卜を作成する。

英語マイクロディベート司時白②
8 教師のアドバイスを受けて、立論・反論の口頭練習

を行う。

9 
英語マイクロディベート実践

3名1組で英語γイクロディベートを行う。

③エキスパート活動

前日寺においても、知識構成型ジグソー法を用いて、

“Okinawa is a gl∞d place ωHve."とし、うトヒ。ックにつ

いて賛成の立場で立論を考えた。その結果、沖縄はA:

j刷l乏な気候である、日:白然が盟-かである、そして C:独

自の文化を持っている、という 3つの根拠を含む立論

を作成した。

それに対し、根拠を伴った反論を考えて英文を作成

することが本時エキスパート活動の課題である。使用

するワークシートにはエキスパートグループ毎に反論

意見に必要だ、と予想した英語表現リストを資料に盛り

込んだ。またグ‘ループ構成は実践1と同様で本活動に

臨んだ。立論を!R:文にする|燦は、必要に応じて ALTと

共に文援を行った。

所要時間を 15分と設定していたが、与えられた英語

表現をもとに対話を重ねながら符えにたどり着いくと

いうブ。ロセスは予先取よ上に時間を費やしたため、 10分

間の延長を余儀なくされた。

エキスパート資料 A、B、Cの兆謀議現リストについ

ては、教師が予め反論予想文を作成した。しかし資料C

の「独f=1の文化を持っている」への反論は、教師自身
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も難しいと感じた。反論予想例文としての“Okinawa

h俗 manysigh包， events， and food. But， other prefectures 

have those thingsωo. So， peopleωn enjoy many local 

cultures all over Japan. 百lerefo陀， touris也canchoose many 

interesting places around Japan."を基に、資料C英語表現

リストを以下のように作成した(表7)。

表7 資料C英語表現リスト

英五樹三現 制自 考

1 other pre島ctures 他県

2 umque 独自の、独特な

3 local culture 地元(.t似~の文化

4 旬凹・ist(s) 観光客

5 ch∞se 選ぶ

6 Therefore それ故に、したがって

7 allover"""'" ~中に

しかしその結果、観光地や行事のみに言及し、「他県

にもそれらはあるj としづ反論や、食文化のみに言及

し「カロリーが高くて、健康的ではなしリと反論する

など、他のエキスパートグループよりも根拠として

は説得力に欠ける内容となってしまった。また生徒自

身もそれに気づいていたようで、あった。

しっかりした般拠が考えにくいということは、「課題j

の難易度も影響していたであろうと考える。今後は根

拠を導くのにふさわしい内容にするような資料作成の

改善が必要である。

④ ジグソー活動

本活動も実践 1と同様のメンバーで、編成した。エキ

スパート活動で賛成立論A，B，Cに対する反論を完成し

た後に、ジグ、ソー活動のグ、ループと合流した。ジグソ

ー活動での課題の 1つはエキスノミートA，B，Cの生徒そ

れぞれが担当する反論内容をホワイトボードに書き写

し、ジグソー活動メンバーに対して英語と日本語でわ

かりやすく説明することである。もう 1つは各組当の

説明が終了した後、グループ全員で各反論内容につい

て変更や修正筒所を検討し、反論をまとめることであ

る。

⑤ クロストーク活動

10ク守ループ'のうち、 1グループが賛成立論A，B，Cに

対する反論を黒板に提示し読み上げた。またその発表

内容について、学級全体で疑問点や改善点について話

し合いながら、より説得力のある反論を構築するとい

う課題に取り組む計画で、あった。

しかし実際はジグソー活動の最後に、複数グループ

による反対意見A，B，CをALTに選択させ、生徒が読

み上げたところで時間切れとなった。その後、当初の

計画では生徒の理解のプロセスが犯梶できないとの指

摘を受けた。そこで後日のクロストーク活動では全グ

ノレープが発表し、互いの反論内容を検討し合った。

⑥実践を振り返って

(了) 最終活動用ワークシートからのみとり

クロストーク活動で、全グ、ループの反論内容を検討し

た後に、説得力のある反論として各自がどのような立

論構築をしたかをみるために、本単元の最終活動で、あ

る英語マイクロディベート活動の当報官として各自が作

成した立論メモの記述内容を評価した。 トヒ。ックは知

識構成型ジグソー法による学習を取り入れた授業と同

様の“Okinawais a good place加Eve-"で、ある。

表8 r立論メモ』の評価規準

A:目標を十分に満たしている

• 3つのf]槻Lが概ね事実に基づいている、またはー

航論として納得できる内容である。

-どの恨拠も f........だ、から~で‘あるjのようにし、具体例な

どを挙げて論理立てている。

B:目標をある程度j荷たしている

• 3つの根拠のうち2つは事実に基づいている、または一

般論として納得できる内容である。

• 3つの根拠のうち2つは f........だから~であるJのように

し、具体例などを挙げて論理立てている。

C:目4票をI荷たしているとはいえない

-どの担割処も事実に基づいている または一向知命として納

得できる内容とはいえなし、。

• f........だから~であるJのようにしていなしL

今回の評価においては立論内容に焦点を絞り、文章

構成や語法についての評価は省いた(表8)0 1学級を

抽出した「立論メモj の評価は以下の通りである(表

9)。

表9r立論メモj評価の剖合 (35名中)

AI  B I C 
8I  23 I 4 

割合 I 23~ I 66~o I 11~ 
ほとんどの生徒が r........，だから~であるJのように書

けていた。またクロストーク活動における各グループ

の反論では見られなかった「沖縄は県外へ移動する際

は不便である」や、「雪が降らないのでウインタースポ

ーツができなしリというような独自の根拠を記述して

いる生徒がいた。

しかし前述したエキスパート活動資料作成時におけ

る「課題jの影響は、この反論メモにも表出していた。

「他県はもっと~の面で、沖縄より良しリや、「他県に

もそれはある」というような説得力のない根拠に具体

ヴ

t
』
斗
A

噌
E
A



例を挙げて昔日主している生徒が多かった。それがA評

価生徒を少なくした要医|ではなし、かと考える。

(イ) 発話内容の分析

実践2では2台のICレコーダーを用意し活動中の発

話内容を録音した。以下はエキスパート活動における

英語表現についての生徒の会話である。

1課題:賛成立論A“Okinawais warm all year round and we 

伺 nlive∞mfo陶bly." への反論を考える。

R:ダメージを受けるって・・・

8:ダメージを受ける? leave'"受けるか"'reωive.

R:それ、受け止めるじゃん?

8:ダメージを得る。得るっておかしいか。

R: (辞書を見て)あっ、あった!get 

8: Get? いいの?

R:ほら(辞書の箇所を指している様子)ほら、他か

ら与えられている。

8:ダメージをもらうみたいな? ダメージを手に入

れるみたいな?ハハハ!

生徒は「受けるj とし、う言葉 1つでも、その対象が

何であるかによってその状況に相応しい単語(receive，

get， catchなど)を選ぶ必要があることに気づいた様一f-

が何われる。 I時 iveぽ間話だが、生徒 Rは手紙や荷

物を受け取るとし、う場合に使う単語であるということ

を既有の知識として持っているようである。また gel

も既習語であるが、生徒 Sは getを「得るJという一

義的な意味でしか捉えていない。しかし生徒 Rは get

について「他から与えられる」としサ説明を辞書で発

見し、使用するのに適切な単語であることを主張して

いた。生徒Sはそれでも fget=得るj としづ言葉の意

味にこだわり、伊t也mage を「ダメージを手に入れるJ

と述べ、その直後に自らの日本語が不自然であること

に気づき苦笑していた。

対話を通して意味交渉を繰り返すことで、生徒のget

やreceiveとし、う単語の捉え方に変化が起きていること

が、この会話から読み取れる。

以下は会話の続きである。

8:ダメージがあるので大変な-

R: 80. 80使いすぎ・・

8:becauseちがうか? 台風がくると大変なぜなら~だか

らみたいな?

R : 80， ii包∞me...ifit∞mω. 可1ph∞n∞ming. 台風が

来ることはたいへん。

8:大変だ・・・名詞か?形容詞?

Y:形容詞だよ。 f......だ」だから。

8:国語みたい。国語できないのに、英語ができるわけない。

Y:両方できない。

R:If ダメージを受ける。だから大変。~なので・・80だ

なあ。

8:もし台風が来るなら大変。なぜなら~だから。

R:難しいのにしないで、

8 : Ifit∞mes Okinawa...めっちゃ考えてる。

R: Ifit∞mesでもし台風がきたら・・・ムズッ!

「ダメージを受けるJを「台風が来たらダメージを

受けるJ、「だから大変だjへ結びつけようとするがな

かなかうまくつなげられず闘っている。 troublesome

は未習語である。辞典で「大変だ=troublesomeJと見

つけても、これにどの主語と動詞を使用すべきか迷っ

ている。この直後にエキスパート活動は終了したが、

この間教師の支援を全く要請せずに対話を積み重ね、

q副長吾できないのに・・・Jとぼやきながらも、単語の持

つ意味内容や自らが表現したい意味内容について瑚曜

の深まりが見られ始めた。しかしこの後、教師支援を

要請したところ、 2名の教i1r1iが同時に、異なる英語表

現を提示してしまい、結果的に生徒が自ら答えを出す

直前で教師がそれを遮ってしまった。つまり教師の発

話行為が、生徒の対話による学びを妨げていたことが

わかったo

次に、思IJの生徒で構成されたジグソー活動での発話

内容の一部をみる。

M : Therefore， we be∞me bigbody. 
H:体が大きくなる?

M:なんか太るだったら、みんながまだ習ってなし、から

bigbodyの方がいいじゃんって(先生から)言われた。

H:P、家の中で英語?

P:お父さんとね。

(中略)

P: bigbodyじゃなくて、 fatっていうのがし、し、はず。

H: fatって・・・肥満?

K:be∞mefatman! 

P:f， a，tだよ。

H :be∞mefatで脂肪?

P:俺は使ったことがあるから。

このジグソー活動メンバーは、生徒 Pがエキスパー

トA、 生徒Hと生徒Kがエキスパート B、 生徒Mは
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エキスパート Cである。生徒Mはエキスパート活動中

に教師の指示により、「太るJを既習語の bigを]:1持、て

“big body"にしたと説明している。ここで発話は生徒P

の家庭での英言剖吏JTJに及び、Pは父親との会話が英語で

あると述べる。これを機にPはMが提示した“bigbody"

について言及し、ぬt(太った)を使用した方が良いと

提案している。P以外の3名はPからの提案がなければ、

教師の指示通りに「太るjを‘もig恥dy"としただろうが、

Pの提案によりぬtが「脂肪jだけではなく「太ったj

としづ形容詞として使用できることを知り、この単語

への理解を深めたのではなし、かと考える。

(ウ) アンケートの分析

活動終了後アンケートの「活動を通して気づきゃ発

見、納得することなど、何か普段の学習との違いがあ

ったカ¥，Jという問し、に対し、回答者 153名中 52%(80

名)が「あったJ、400/0 (61名)が「少しはあったj と

答えている。また「協調学習がどの場面で活かされた

かj との質問に対する答えを、以下のように反論内容

や英語表現について考える場面と、協調学習という学

習形態で、の活動全体の場面に分けた。

活かされた場面

反論内容について思f射ーる場面

• I~I 分にはないような意見があり、色々な立場からものの

見方が学べた。

-他の人の一言で、パッと思いついた事があった。

英JE三ミ現lこっし、て思考する場面

-単語が分からなかった時、教えてくれた。それがきっか

けで単語を党えることができた。

-他の人の英文が不自然だ、ったのに気づ、き、直し方を教え

た。

-もっと分かりゃすい単語で伝えることができるとアドパ

イスを受けた。

学智形態

-エキスパート A，s，Cに分かれ、自分のすることはそのう

ちの 1つなので、それに集中して理解すれば、他の2つ

もよく瑚平でき、最後には大きな課匙を完成できたので、

集中して取り組めた。

• 1人で考える11寺よりも意見が多く山るし、もし対立して

も恨拠を示したりして、学習意欲が上がった。

. 1人だと途中で投げ出したりするが、全員で1つのこと

にチャレンジできた。

言凶a内孝子・から生徒は、「反論内容について思考する」、

あるいは「英註液現について思考するJ場面で、対話

を通して自らの耳H解を深め、新しい知識を得たと感じ

たのではないかと考える。

ここで、エキスパート活動の発話分析で登場した生徒

Y について触れたい。生徒Yは下位の生徒で、「英語学

習に興味はあるかjとしづ質問に対して、「ある」・「ど

ちらかといえばある」と答えた生徒は、 152名中 140

名である。逆に「なしリと答えたのは2名だ、ったが、 Y

はそのうちの 1人である。本活動中もあまり発話がな

かった。そこで Yのアンケート記述をみると、実践1

終了後は、「自分のチームは英語が得意な人が2人いた

ので、ある意味助かりました。でも自分も分かる範囲

で発言をしました。今日はし、つもより頑張りました。j

と、仲間に助けられただけではなく、自分からも主体

的に活動しようと努力したことがわかる。

また実践2終了後は、「自分の伝えたいことを言うと、

仲間が返してくれて、自分の考えと違う答えや考えを

出してくれることで、また新たな発見をして、自分の

意見が広がることが、このグループ活動で実感できたJ

と言国主した。

総じて、知識構成型ジグソー法による学習は、苦手

意識の5齢、生徒 Yの学びにも良い影響を与えたと捉え

てもよいのではなし、かと考える。

今年度の取り組みは、各活動の課題設定や資料内容、

教師支援の在り方、lI~f間配分についてなど課題が多か

った。それでも生徒は対話を通して多くの学びを得た

のではなし、かということが、ワークシートや発話内容、

アンケート員百出こより示唆された。

今後はこれらの課題改善に向けて研究を深め、実践

を積み重ねることで、主体的に英語を学ぶ生徒をはぐ

くみたしL

V 成果と課題

く成果>

・日頃から行うべアやグ‘ループで‘の言語活動によって、

エキスパート活動やジグソー活動 クロストーク活

動における対話が比較的スムーズに行われた。

・一人で課題に取り組む時とは異なり、グ、ループの仲

間と取り組むことで 自然と疑問に思ったことを口

に出し、考えていることを提案し、辞書や教科書等

を利用しながら線認しあい、またこれまでに得-た知

識を活用しながら解の変更や修正をしていく様子を

見ることができた。

・ワークシートやアンケートから、協調学習における
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一連の活動を通して様々な考えにふれることができ

たことや仲間同士で相談や協力をすることによって

解決に向かった、という多くの生徒の肖定的な評価

を得ることができた。

-記録した音声やワークシートから、生徒はグループ

内対話を通して多様な理解の0:)]"をしながら答えに

たどりついていること、そしてどの辺りでつまずい

ているのか等がわかったO

く青果盟〉

・グループでの活動において、「!?凍題」を与えられてか

ら取り組みはじめるまで、にII~:間がかかっていたり、

時間内に終われないところもあった。教自ijiの指示の

明確さや活動のねらいの理解度、グループのメンバ

ーとの人間関係、英語の学習における力の差や f課

題j の難易度等が要凶として考えられる。

• 1単位時間における各活動のH寺間配分が、その活動

を生徒にゆだねているために難しかった。話し合い

や活動内容を充実させるために時間を延長した分、

結果として次の活動の時111'1が知くなってしまった。

「課題」の内容や難易度、 H寺mJ配分等、今後も生徒

の実樹巴握に努めながら改接していきたい。

・一連の活動における教師の関わり )jや支援のあり方

がはっきり定まっていなかった。教1'lifiの支援が入っ

たために、生徒の対話や「符え」が教師の思いや考

えに方向づけられる可能性があることが示唆された。

計画段階から授業内における教師の支援のありん-を

今後も実践を通して考えていく必要がある。

上記のように、生徒たちは対話を.iJ]して他者と関わ

りながら、お互いの考えを.t!fちf奇り、マ:び合いの場を

構築していた(秋岡・ルイス:2009)。今後は生徒間の

相互作用のみならず、教師の発話にも1.~~)誌を当て、そ

の効果と足場づくりとの関連についても調査し、どの

ような教師の関わりが生徒の麿u悼を深め、学習を促す

のか等により効果的な指導法を探求すべく研究を進め

ていきたし、。
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